
シ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス「
キ
コ
」と
申
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
下
手
な
が
ら
も
歌
好
き
な
連

中
が
集
ま
っ
て
、
何
か
で
き
る
事
は
？
と
い

う
事
か
ら
立
ち
上
げ
た
合
唱
団
で
す
。
名

前
の
由
来
は
、い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
活
動

し
た
い
と
思
い
、
当
時
は
70
歳
代
で
、
古
希

と
言
わ
れ
た
の
を
ひっ
く
り
返
し「
キ
コ
」と

名
付
け
ま
し
た
。
当
初
は
伴
奏
も
な
く
、

ア
カ
ペ
ラ
で
練
習
す
る
状
況
で
し
た
が
、
縁

あ
っ
て
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
智（
と

も
）先
生
の
ご
指
導
で
、
昔
の
流
行
歌
や
歌

謡
曲
、
民
謡
・
唱
歌
・
童
謡
・ク
ラ
シ
ッ
ク
な

ど
を
、
頑
張
って
歌
って
い
ま
す
。
技
術
的
に

は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
恐
れ
気
も
な

く
病
院
・
高
齢
者
施
設
・
作
業
所
・
水
辺
の

コ
ン
サ
ー
ト
・フ
ラ
ワ
ー
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル・ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
、
機
会
が
あ
れ
ば
手
当
た

り
次
第
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

先
で
の
皆
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
や
明

る
い
笑
い
声
が
私
た
ち
の
パ
ワ
ー
と
な
り
、

ま
す
ま
す
張
り
切
っ
て

頑
張
って
い
ま
す
。

も
し
、
面
白
そ
う
な

連
中
だ
な
？
と
思
わ
れ

た
ら
、
毎
週
月
曜
日
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
、
中
央
公
民
館
で
練

習
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
見
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
気
の
置
け
な
い
底
抜
け
に
明

る
い
連
中
が
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

発
足
し
た
の
は
1
9
8
4
年
1
月
。
中

央
公
民
館
で
、
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
か

ら
9
時
ま
で
の
学
習
を
30
年
ほ
ど
継
続
し

て
い
ま
す
。
公
民
館
の
市
民
公
開
講
座「
英

字
新
聞
の
読
み
方
」で
集
ま
っ
た
受
講
者
の

有
志
が「
続
け
て
学
習
し
て
い
こ
う
！
」と

立
ち
上
げ
た
会
で
す
。

主
に
ア
メ
リ
カ
の

ニュ
ー
ス
誌
T
I
M
E

か
ら
話
題
の
記
事
を

選
ん
で
読
ん
で
い
ま
す
。

読
解
力
の
レ
ベ
ル
は
問

い
ま
せ
ん
。一
段
落
を

音
読
し
た
後
に
日
本

語
訳
し
て
い
き
ま
す
が
、
準
備
が
で
き
て
い

な
け
れ
ば
パ
ス
す
る
の
も
O
K
！
で
す
。

T
I
M
E
の
記
事
で
す
か
ら
手
ご
わ
い
の
は

確
か
で
す
。で
も
、
何
人
か
で
読
ん
で
い
け

ば
大
体
の
と
こ
ろ
は
理
解
で
き
ま
す
か
ら

心
配
い
り
ま
せ
ん
。「
と
に
か
く
続
け
る
！
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
読
ん
で
い
れ
ば
少
し
ず
つ
楽

し
め
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

公
民
館
で
の
定
例
学
習
の
他
、
新
年
会

な
ど
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
き
、
互
い
の
近
況
、

英
語
の
学
習
法
、
国
内
外
の
経
験
談
な
ど

の
情
報
交
換
の
場
に
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
切
り
口

の一
味
違
う
T
I
M
E
の
記
事
を
一
緒
に
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
竹
屋
ギ
タ
ー
・マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
は
、
平
成
12
年
9
月
か
ら
平
成
14
年

10
月
に
か
け
て
、
初
心
者
を
対
象
と
し
て

開
か
れ
た
公
民
館
の
講
座
を
契
機
に
発
足

し
、
平
成
15
年
か
ら
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
毎
週
土
曜
日

午
前
9
時
半
か
ら
12
時
半
ま
で
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
童
謡
や
演
歌
、
懐
メ
ロ
、
映
画

音
楽
と
、
何
で
も
弾
き
ま
す
。

森
本
恭
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
平

成
15
年
の
竹
屋
公
民
館
ま
つ
り
で
第
1
回

の
演
奏
を
し
て
以
来
、
平
成
25
年
に
は
発

足
後
2
0
0
回
目
の
演
奏
会
の
実
施
を
達

成
し
、
演
奏
し
た
曲
は
延
べ
2
0
0
0
曲

を
超
え
ま
し
た
。

東
は
世
羅
郡
世
羅
町
、
西
は
廿
日
市
市
、

南
は
竹
原
市
大
久
野
島
、
北
は
広
島
市
安

佐
北
区
白
木
・
安
佐
方
面
と
多
方
面
に
出

向
い
て
演
奏
し
、「
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
」と

大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。一生
懸
命
練
習

し
て
、
声
が
か
か
れ
ば
で
き
る
だ
け
出
向
い

て
演
奏
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。こ
の
た
び

も
、
先
生
が
た
く
さ
ん
の

曲
を
用
意
し
て
下
さ
り
、

こ
れ
か
ら
猛
練
習
を
頑
張

り
ま
す
。マ
ン
ド
リ
ン
、ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
お
持

ち
の
方
、ぜ
ひ
私
た
ち
と一

緒
に
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

広
島
市
内
を
中
心
に
活
動
す
る
、
広
島

よ
さ
こ
い
連
で
す
。
広
島
を
盛
り
上
げ
た

い
と
い
う
思
い
で
、

2
0
0
3
年
に
チ
ー
ム
を

結
成
し
、
毎
年
、
宮
島
の

清
盛
ま
つ
り
や
、フ
ラ
ワ
ー

フェス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
踊
り
子
は
約
30
名
お
り
、
10
代
か
ら
70

代
ま
で
と
年
齢
の
幅
が
大
き
い
の
で
、
年
齢
・

性
別
関
係
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
チ
ー
ム

で
す
。
楽
曲
も
振
り
付
け
も
踊
り
子
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
作
り
、
男
性
の
勇
ま
し
さ
、
女

性
の
優
美
さ
、シ
ニ
ア
の
凛
々
し
さ
を
表
現

す
る
3
つ
の
振
り
付
け
で
、
全
員
が
一
丸
と

なって
演
舞
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

目
標
に
向
か
っ
て
仲
間
と
頑
張
っ
た
後
の

達
成
感
、
悔
し
涙
を
流
し
た
り
感
動
し
た

り
…
そ
ん
な
若
い
頃
に
感
じ
て
い
た
一
生
懸

命
な
自
分
を
、
大
人
に
な
っ
た
今
で
も
感
じ

ら
れ
る
事
が
嬉
し
く
、
改
め
て
人
と
人
と
の

絆
を
大
切
に
感
じ
ら
れ
る
事
が
、よ
さ
こ
い

の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
2
0
1
5
年
の
踊
り
子
を
募
集

中
で
す
。
動
画
や
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

載
せ
て
お
り
ま
す
の
で「
広
島
よ
さ
こ
い

連
」で
検
索
し
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご

縁
が
あ
る
事
を
願
って
お
り
ま
す
。

私
た
ち「
い
な
い 

い
な
い 

ば
あ
」は
、
舟

入
公
民
館
を
拠
点
に
地
域
の
子
育
て
支
援

と
し
て
布
お
も
ち
ゃ
を
作
って
い
た
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
、
平
成
13
年
ご
ろ
か
ら
布
絵
本

づ
く
り
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。メ
ン
バ
ー

は
13
人
、一生
懸
命
に
気
持
ち
を
込
め
て
絵

本
を
縫
い
な
が
ら
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
、
時
に
は
悩
み
を
相
談
し
あ
っ
た
り
、

仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

布
絵
本
は
、
通
常
の
絵
本
と
違
い
立
体

的
で
、
登
場
す
る
人
物
や
物
に
触
っ
た
り
動

か
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。例
え
ば
、

昔
話「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」で
は
、コ
ロ
コ

ロ
転
が
る
お
む
す
び
や
追
い
か
け
る
お
じ
い

さ
ん
を
動
か
せ
ま
す
。
江
波
の
民
話「
お
さ

ん
ぎ
つ
ね
」で
は
、
着
物
を
着
た
女
性
の
下

か
ら
化
け
た
き
つ
ね
が
姿
を
現
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
活
動
で
は
、
同
じ
絵
本
を
3
冊

ず
つ
作
成
し
、
貸
出
用
と
し
て
公
民
館
に

置
い
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
園
、
公
民

館
の
お
は
な
し
会
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
が

布
絵
本
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

活
動
に
興
味
が
あ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、

い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

活
動
日
は
毎
月
第
2
・

4
木
曜
日
の
午
後
1
時

半
〜
4
時
半
で
す
。ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲大和波止場の風景

▲除幕式当日に行われた結婚式の様子▲大和波止場の「ガラスのハート」

▲除幕式当日に行われた結婚式の様子

中
区
内
公
民
館

グループへのお問合せについては、
各公民館へお願いします。

①中央公民館

②竹屋公民館 

③吉島公民館

④舟入公民館

2014年7月1日（火）、呉市にある
大和ミュージアムの海側「大和波止
場」が恋人の聖地に認定されました。
恋人の聖地とは、NPO法人地域活
性化支援センターの企画で、ロマンチッ
クでプロポーズにふさわしいスポットとし
て選定されています。広島県内では、
大和波止場の他に、宮島弥山消えずの霊火堂（廿日市市）、千光寺公
園（尾道市）、神石高原/紙ヒコーキタワー（神石高原町）が恋人の聖
地に認定されています。その他、恋人の聖地プロジェクトの啓発活動に
貢献するサテライトとして、宮島ロープウェイ（廿日市市）、ガラスの里
（広島市安佐北区）が選定されています。
これらの6つの聖地にはそれぞれ、「ガラスのハート」が置いてあります。
てのひらサイズで、それぞれハートの色も違い、意味も込められています。

大和波止場のガラスのハートの色は、
穏やかな海をイメージした青です。大和
波止場のガラスのハートを見つけました
ので、早速写真を撮りました。携帯電
話の待ち受けにしても可愛いです。聖
地のどこかにガラスのハートがあります
が、場所は非公開だそうで、恋人同士、
友人同士で巡るのも面白いと思います。

さて、大和波止場で記念碑の除幕
式が行われた8月30日（土）には、恋人
の聖地認定を記念して、結婚式も開催
されました。夕焼けの綺麗な時間帯、た
くさんの方々が駆けつけ、新郎新婦をお
祝いしました。認定されて第一号の結
婚式を挙げたお二人。永遠の愛を誓う
姿はとても幸せそうでロマンチックな時
間でした。
大和波止場は、戦艦大和の実物の

1/4の大きさの前甲板をイメージし、司
令塔や艦橋・艦首なども再現されている公園です。ここから広がる景色
も素敵で、戦艦大和が建造された場所や、現在建造中の大型タンカー、
時には海上自衛隊の護衛艦や潜水艦など見ることもできます。また、こ
の場所にある「大和の時鐘」は、恋人と一緒に鳴らすと恋愛が成就する

とひそかに言われており、恋人の
聖地に認定される前から地元の
カップルの間では有名なラブス
ポットです。恋人の聖地に認定さ
れた「大和波止場」、是非、足を
運んでみてください。

つばきレポーター 市民パブリシスト

☎082-221-5943

☎082-241-8003

☎082-246-4121

☎082-295-5003

恋人の聖地in大和波止場

皆さん、ご存知ですか。2014年度のノーベル平和賞受賞者のひとりが、マ
ララさんです。彼女は17歳です。開発途上国における「女子教育」の必要性を、
国際社会に訴え続けてきました。ノーベル平和賞受賞者の中には、内戦で身
内を亡くしたことを契機に、署名活動を通して、内戦を停戦に導いたことにより
受賞した専業主婦の方 も々います。受賞者の多くの方は、大統領や首相といっ
た政治家ですが、年齢、性別、職業などに関係なく、ノーベル平和賞を受賞
している方々がいるのです。あなたにも、受賞のチャンスがあるのです。
今年度のノーベル平和賞候補者にノミネートされた「日本国憲法第九条を

ノーベル平和賞」にという実行委員会の発起人も、日本に暮らす専業主婦の
方です。ノーベル平和賞を受賞するには、国際社会からの認知と応援が必
要ですが、政治家以外の民間人の人たちは、ノーベル平和賞を受賞するこ
とを目的にして、平和に貢献する活動を始めたわけではありません。
ところで、来年、2015年は「被爆70年」になります。被爆者が高齢化する
中で、被爆の体験を継承し、被爆の実相をどのようにして次世代の若者に伝
えていくべきか、大きな課題とされています。一方、被爆の実相を継承するこ
ととともに、｢リメンバー・ヒロシマ｣ではなく、｢ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・ナガ
サキ、ノーモア・ヒバクシャ｣を訴え続けてきた被爆者の方 を々中心とした、核
兵器廃絶・反戦平和の「ヒロシマの心」を世界に伝える運動を継承することも
大切な課題であると思っています。
2004年度から、平和学関連科目の授業期間中に「小さな平和運動」を企

画、実践、報告するプログラムを受講生に課し続けてきています。受講生た

ちは、さまざまな「小さな平和運動」を実践してくれました。マララさんと同年
代による、広島・長崎の「高校生平和大使」の活躍も国際社会に大いにア
ピールしていると思いますが、若者によるひとりでもできる「小さな平和運動」、
仲間と協力した「小さな平和運動」が、「平和な明日」を築いていく「一歩」に
なると確信しているのです。
皆さんも、「平和な明日」の実現に向けて、私にもできる「小さな平和運動」

を企画、実践してみませんか。戦争や暴力のない状態が「平和」であるとい
うだけではありません。差別や抑圧、飢餓や貧困など様 な々「構造的暴力の
ない平和な社会」の実現に向けて、勇気をもって「一歩」を踏み出しませんか。
「他人からして欲しいと思うことを、自ら他人にしましょう」、「他人からして欲し
くないことは、自らも他人にしないようにしましょう」。こうした他者に共感する気
持ちこそが、「小さな平和運動」を実践させるのだと思います。他者をののし
り、排除しようとする「ヘイト・スピーチ」によっては、「共生社会」は決して実
現できません。「リメンバー・パールハーバー」は、「リベンジの心」しか生みま
せん。「ノーモア・ヒロシマ」こそが、核兵器廃絶・反戦平和を求める「ヒロシ
マの心」なのです。

Profile
広島女学院大学 国際教養学部 国際教養学科
篠原 收 教授
■専門領域／平和学、女性学、ビジネス実務教育
■主　　著／『男女共同参画社会を超えて』新水社 2008年刊

私にもできる「小さな平和運動」

地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動
を
応
援
す
る
最
も
身
近
な
施
設

「
公
民
館
」で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
号
は
、中
区
内
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
う
こ
そ

公
民
館
へ

❶
シ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス「
キ
コ
」

（
中
央
公
民
館
）

❷
時
事
英
語
を
読
む
会

（
中
央
公
民
館
）

❸
竹
屋
ギ
タ
ー・マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
竹
屋
公
民
館
）

❹
広
島
よ
さ
こ
い
連

（
吉
島
公
民
館
）

❺
い
な
い 

い
な
い 

ば
あ

（
舟
入
公
民
館
）

！

らしっくレポートらしっくレポート

らしっくコラム
Rashikku column

中
区
内
公
民
館

910



［シティカレッジ］

Alain de Botton 著
『The Art of Travel』を
英語と翻訳で読んでみよう

笑学のすすめ

1/31・2/7・2/21・2/28　
土曜（全4回）
15：30～19：00
※休憩を挟む

社会人 30人

無料

2/7・2/14・2/21土曜（全5回）
2/7・2/14は10：30～12：00と
13：00～14：30（1日2回）、
2/21は10：30～12：00

社会人 50人

2,500 円（初回徴収）

近畿大学工学部 広島国際大学

講座名

大　学

日　時

対　象
定　員

受講料

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

大
学
な
ど
が
持
つ
優
れ
た
研
究
・
教

育
機
能
を
市
民
生
活
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
に
、
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
1
）電
話
、フ
ァ
ク
ス
、
来

所
に
よ
り
、①
希
望
講
座
名
ま
た
は
大

学
名
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
住
所
④
連

絡
先（
電
話
番
号
、フ
ァ
ク
ス
番
号
）。
先

着
順
に
よ
り
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
各
講
座
と
も
全
回
参
加
が
前
提
で
す
。

※
郵
送（
は
が
き
等
）に
よ
る
受
付
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
2
）受
付
時
間
：
月
〜
金（
祝
日
を
除

く
）午
前
8
時
半
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で
。（
来
所
の
場
合
は
午
前
9
時
半
か

ら
）。
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
29

日（
月
）〜
1
月
3
日（
土
）は
閉
所
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

12
月
15
日（
月
）か
ら

受
付
開
始
。
申
込
開
始
日
以
前
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

 

（
公
財
）広
島
市
文
化

財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
管
理

課
事
業
係

〒
7
3
0
-0
0
3
6 
広
島
市
中
区
袋
町

6
番
36
号 

☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5  

5
0
8
2
・
5
4
1
・
5
6
1
1

青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
P
S
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

〜
文
化
な
く
し
て
平
和
な
し
、

平
和
を
感
じ
る
・
伝
え
る
・
繋
げ
る
〜

音
楽
・
ダ
ン
ス
・
映
像
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
な
ど
の
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
織
り

交
ぜ
た
シ
ョ
ー
の
開
催
と
、ス
マ
イ
ル
写

真
の
展
示
。

　
　
　

12
月
7
日（
日
）午
後
1
時
〜
5
時

　
　
　

旧
日
本
銀
行
広
島
支
店（
中

区
袋
町
5
番
21
号
）

　
　
　

無
料

　
　
　

P
S
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4
実

行
委
員
会

②YO
U
N
G
 FESTA 2015

よ
う
こ
そ
童
話
の
世
界
へ

〜
マ
ジ
カ
ル
ワ
ー
ル
ド
オ
ブ
ヤ
ン
フ
ェ
ス

2015

〜
数
多
く
の
青
少
年
グ
ル
ー
プ
が
活
動

し
て
い
る
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
贈

る
、
年
に一度
の一大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

50
を
超
え
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
集
い
、

日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
登

場
サ
ー
ク
ル
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
、

働
き
な
が
ら
趣
味
を
楽
し
む
青
年
サ
ー

ク
ル
ま
で
多
彩
。
例
え
ば
、
陶
芸
サ
ー
ク

ル
は
、
作
品
の
展
示
・
販
売
や
体
験
教
室
。

大
ホ
ー
ル
で
は
、
14
日
・
15
日
の
二
日
間

の
演
劇
イ
ベ
ン
ト
、
野
外
で
は
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
や
バ
ン
ド
の
祭
典
な
ど
見
ど
こ
ろ

い
っ
ぱ
い
。
そ
の
他
、
様
々
な
フ
ー
ド
メ

ニュ
ー
の
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
が
並
ぶ「
ク
イ

ズ
の
多
い
ヤ
ン
フ
ェス
店
」、
け
ん
玉
大
会
、

工
作
コ
ー
ナ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、

参
加
者
自
身
が
体
験
し
て
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
も
多
数
あ
り
ま
す
！

　
　
　

平
成
27
年
3
月
14
日（
土
）

午
前
11
時
〜
午
後
8
時
半
、
15
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
　

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

ハ
ノ
ー
バ
ー
庭
園（
中
区
基
町
）

　
　
　

無
料

 

※
た
だ
し
、演
劇
イ
ベン
ト
は
1
，0
0
0
円

　
　
　

Y
O
U
N
G
 F
E
ST
A
 2015 

実
行
委
員
会

　
　
　

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
2
・
2
2
8
・
0
4
4
7  

5
0
8
2
・
2
2
8
・
7
0
7
4

三
滝
少
年
自
然
の
家
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
第
3
回
三
滝
自
然
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

野
鳥
、
昆
虫
、
植
物
、
星
座
な
ど
三

滝
の
魅
力
あ
る
自
然
を
活
動
に
活
か
し
、

野
外
で
の
遊
び
や
観
察
な
ど
を
通
し
て
、

自
然
に
親
し
み
、
ま
た
、
体
験
活
動
を

通
し
て
個
々
の
家
族
の
絆
を
深
め
、
他
家

族
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

平
成
27
年
1
月
24
日（
土
）

〜
25
日（
日
）

　
　
　

野
外
炊
飯
・フ
ァ
イ
ア
な
ど

　
　
　

16
家
族

　
　
　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

※
保
険
料
・
食
費
・
薪
代
・
資
料
代
な
ど

の
参
加
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
名
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
家
族
全
員
の
名
前
と

ふ
り
が
な
、
性
別
、
児
童
生
徒
は
学
年

を
記
入
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒（
長
形
3
号
で
宛
名
を
記
入
）

を
同
封
し
て
下
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

12
月
1
日（
月
）〜
12

月
16
日（
火
）【
必
着
】

②
第
4
回
み
た
き
ネ
イ
チ
ャ
ー
入
門

三
滝
の
自
然
環
境
を
活
用
し
、
専
門

講
師
を
招
い
て
、
自
然
体
験
活
動
に
つ

い
て
の
知
識
・
理
解
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、

野
外
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
な

が
ら
意
欲
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
　
　

平
成
27
年
2
月
14
日（
土
）

午
後
3
時
〜
9
時
半

　
　
　

野
外
炊
飯
・
星
空
観
察（
カ

ノ
ー
プ
ス
）な
ど

　
　
　

15
人

　
　
　

15
才
以
上（
た
だ
し
、
中
学

生
を
除
く
）

※
保
険
料
・
資
料
代
な
ど
の
参
加
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

下
記
連
絡
先
ま
で
お
電
話

で
事
業
名
、
名
前
、ふ
り
が
な
、
性
別
、

年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

（
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
名
）を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
4
日

（
日
）〜
15
日（
木
）【
先
着
順
】

③
第
2
回
三
滝
自
然
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

野
鳥
、
植
物
、
星
空
な
ど
三
滝
の
も
つ

自
然
の
魅
力
を
活
動
に
活
か
し
、
日
頃

で
き
な
い
よ
う
な
自
然
体
験
活
動
を
行

い
、
思
い
出
づ
く
り
を
し
な
が
ら
絆
を
深

め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

平
成
27
年
3
月
7
日（
土
）

〜
8
日（
日
）

　
　
　

野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
な
ど

　
　
　

42
人

　
　
　

小
学
校
3
年
生
〜
6
年
生

※
保
険
料
・
食
費
・
薪
代
・
資
料
代
な
ど

の
参
加
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
名
、
名
前
、ふ
り
が

な
、
性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
名
を

記
入
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒（
長
形
3
号
で
宛
名
を
記
入
）を

同
封
し
て
左
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
2
月
1
日

（
日
）〜
2
月
14
日（
土
）【
必
着
】

　
　
　
　

広
島
市
三
滝
少
年
自
然
の
家

　
広
島
市
三
滝
少
年
自
然
の
家

〒
7
3
3
-0
8
0
2 

広
島
市
西
区
三
滝

本
町
一丁
目
73
番
地
の
20

☎
0
8
2
・
2
3
8
・
6
3
0
1

5
0
8
2
・
2
3
8
・
6
3
0
2

似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家
か

ら
の
お
知
ら
せ

①
家
族
カ
キ
打
ち
体
験

似
島
名
物
、
冬
の
味
覚「
カ
キ
」を
使
っ

た
カ
キ
打
ち
・
料
理
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
27
年
2
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
半

　
　
　

カ
キ
打
ち
体
験
、カ
キ
を
使
っ

た
料
理

　
　
　

60
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

　
　
　

小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

　
　
　
一
人
1
，3
0
0
円（
食
事
不

要
な
幼
児
は一人
1
0
0
円
）

　
　
　
　

事
業
名
、
参
加
者
全
員
の

住
所
、
名
前（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
82
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
下
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
15
日

（
木
）〜
1
月
30
日（
金
）【
必
着
】

②
家
族
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
教
室

似
島
が
発
祥
の
地
、バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

を
家
族
で
つ
く
っ
て
味
わ
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
27
年
2
月
28
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
半

　
　
　
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く
り
、バ
ウ

ム
ク
ー
ヘン
の
歴
史
の
紹
介

　
　
　

60
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

　
　
　

幼
児
か
ら
中
学
生
を
含
む
家
族

　
　
　
一人
1
，0
0
0
円（
昼
食
込
）

　
　
　
　

事
業
名
、
参
加
者
全
員
の

住
所
、
名
前（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
82
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
左
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
2
月
1
日

（
日
）〜
2
月
11
日（
水
）【
必
着
】

　
　
　
　

広
島
市
似
島
臨
海
少
年
自

然
の
家

広
島
市
似
島
臨
海
少
年
自
然
の
家

〒
7
3
4
-0
0
1
7 

広
島
市
南
区
似

島
町
字
東
大
谷
1
8
2
番
地

☎
0
8
2
・
2
5
9
・
2
7
6
6

5
0
8
2
・
2
5
9
・
2
7
6
7

平
成
　
年
度 

平
和
大
通
り

青
空
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ひ
ろ
し
ま
男
子
駅
伝
に
合
わ
せ
、ス

ポ
ー
ツ
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
、
応
援
・
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
27
年
1
月
18
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

　
　
　

駅
伝
応
援
イ
ベ
ン
ト（
西
区
内

高
校
書
道
部
作
成
横
断
幕
＆
西
区
公
民

館
地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
応
援
）、バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー（
お
菓
子
や
カ
レ
ー
・
手
作

り
小
物
）、
体
験
コ
ー
ナ
ー（
ロ
コ
モ
度

チ
ェッ
ク
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
、
工
作
・

火
起
こ
し
体
験
）な
ど

　
　
　

広
島
市
西
区
役
所
前
平
和

大
通
り
緑
地
帯（
西
区
福
島
町
付
近
）

　
　
　

平
和
大
通
り
青
空
ギ
ャ
ラ

リ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局 
草
津
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
7
1
・
2
5
7
6

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
　
回
定
期
演
奏
会

元
N
H
K
交
響
楽
団
員
・
元
広
島
交

響
楽
団
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
小

島
秀
夫
が
主
宰
す
る
子
ど
も
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
す
。
現
在
5
歳
か
ら
高
校
生

ま
で
の
約
60
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、パ
ッヘ
ル
ベ
ル
作
曲「
カ
ノ
ン
」他
を

演
奏
し
ま
す
。
み
ん
な
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
21
日（
日
）午
後
1
時

30
分
開
演（
午
後
1
時
開
場
）

　
　
　

広
島
市
西
区
民
文
化
セ
ン

タ
ー（
西
区
横
川
新
町
6
番
1
号
）

　
　
　

5
0
0
円（
全
席
自
由
）

　
　
　
　

カ
ノ
ン（
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
）、
交

響
曲
第
41
番
ハ
長
調
K・
5
5
1「
ジ
ュ

ピ
タ
ー
」、「
リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古
風
な

舞
曲
と
ア
リ
ア
」第
1
組
曲
よ
り（
レ
ス

ピ
ー
ギ
）、
減
額
の
た
め
の
三
楽
章「
ト
リ

プ
テ
ィ
ー
ク
」（
芥
川
也
寸
志
）他

　
　
　

広
島
ジ
ュニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

事
務
局

☎
0
8
0
・
1
9
4
9
・
1
0
2
1

▲星空観察の様子

▲バウムクーヘンづくりの様子

▲野外炊飯の様子

▲YOUNG FESTA 2014

▲PS フェスタ 2013

26

14

森

申
込
方
法

申
込
方
法

開
催
場
所

申
込
方
法

申
込
方
法

開
催
場
所

主
な
曲
目

生
涯
学
習

情
報
の

森森

日
　
時

日
　
時

場
　
所

場
　
所

共
　
催

入
場
料

定
　
員

参
加
費

対
　
象

対
　
象

定
　
員

対
　
象

参
加
費

対
　
象

定
　
員

定
　
員

定
　
員

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

イ
ベ
ン
ト

会
　
場

申
込
方
法

申
込
開
始
日

申
込
・
問
合
せ

日
　
時

日
　
時

日
　
時

入
場
料

入
場
料

共
　
催

問
合
せ

※
①
②
③
共
通
項
目

※
①
②
共
通
項
目

※
①
②
共
通
項
目

内
　
容

対
　
象

申
込
方
法

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

日
　
時

日
　
時

日
　
時

日
　
時

内
　
容

内
　
容

内
　
容

内
　
容

内
　
容

場
　
所

場
　
所

問
合
せ

問
合
せ
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情

の

情

の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

1
デ
ィ
講
習
会

広
島
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
の
文
化
教
室
で
す
。プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
お
ひ
な
飾
り
を
作
り
ま

す
。
初
節
句
の
お
祝
い
に
、
お
う
ち
飾
り

に
。プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
最
適
で
す
。

　
　
　

平
成
27
年
2
月
4
日（
水
）・

2
月
18
日（
水
）昼
の
部
午
後
1
時
半
〜

3
時
半
／
夜
の
部
午
後
5
時
半
〜
7
時
半

　
　
　

性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
ど
な

た
で
も（
会
員
で
は
な
い
方
も
対
象
）

　
　
　

1
回
3
，0
0
0
円

　
　
　
　

参
加
希
望
日
の
2
日
前
ま

で
に
左
記
申
込
先
ま
で
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

広
島
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

5
階
第
3
講
習
室（
中
区
千
田
町
一
丁
目

9
番
43
号
）

　
　
　
　
　
　

広
島
市
地
域
女
性
団

体
連
絡
協
議
会

☎
0
8
2
・
2
4
3
・
3
2
7
4  

5
0
8
2
・
2
4
3
・
3
2
7
0

　

 　

 http://cyberbb.com
/hjd/

図
解
で
や
さ
し
く
学
ぶ

お
金
の
教
室
1
日
体
験
授
業

保
険
・ロ
ー
ン・
貯
蓄
・
資
金
運
用
な

ど
の
金
融
の
し
く
み
と
家
計
改
善
の
基

礎
を
学
ん
で
い
く
マ
ネ
ー
ス
ク
ー
ル
の
体

験
授
業
で
す
。
実
際
の
授
業
の一
部
を
体

験
で
き
ま
す
。
実
生
活
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ

ウ
の
詰
ま
っ
た
内
容
を
体
験
で
き
ま
す
の

で
、
お
金
の
か
し
こ
い
貯
め
方
や
上
手
な

使
い
方
が
知
り
た
い
方
、
家
計
を
改
善

し
た
い
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

毎
月
第
3
日
曜
日
午
前
10
時

半
〜
午
後
0
時
半

　
　
　

無
料

　
　
　

日
本
マ
ネ
ー
バ
ラ
ン
ス
F
P
協

会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム（
南
区
段
原
南
二
丁

目
3
番
28
号
A
K
ビ
ル
2
0
2
）

　
　
　
　
　
　

N
P
O
法
人
日
本
マ

ネ
ー
バ
ラ
ン
ス
F
P
協
会

☎
0
8
2
・
2
9
8
・
3
7
0
0

　
　
　

  info@
jm
bf.jp

　
　
　

http

：//w
w
w
.jm
bf.jp/

（
公
財
）広
島
市
文
化
財
団
　

平
成

　年
度
上
期
文
化
活
動

助
成
事
業

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
文
化
活

動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
団
体
ま
た
は
個

人
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
事

業
に
要
す
る
経
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　

①
文
化
活
動
の
場
が
主
と
し
て
広
島
市

　

内
に
あ
る
こ
と

②
個
人
、ま
た
は
団
体
の
構
成
員
の
5

　

割
以
上
が
広
島
市
内
に
居
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
こ
と

③
団
体
の
所
在
地
、ま
た
は
連
絡
先
が

　

広
島
市
内
に
あ
る
こ
と

④
目
的
、組
織
、代
表
者
等
団
体
の
運
営

　

に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ

　

る
こ
と

⑤
国
、地
方
公
共
団
体
お
よ
び
企
業
等

　

が
資
本
金
、基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に

　

準
ず
る
も
の
を
出
資
し
た
法
人
で
な

　
い
こ
と

⑥
非
営
利
団
体
で
あ
る
こ
と（
講
師
が

　

受
講
料
を
募
り
受
講
料
・
会
費
を
徴

　

収
す
る
教
室
等
は
助
成
対
象
外
）

　
　
　
　
　
　

 

音
楽
、美
術
、演
劇
、

民
俗
芸
能
な
ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
ま
た
は
個
人
が
行
う
日
ご
ろ
の

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
事
業（
出
版

物
の
発
行
は
除
く
）で
次
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
も
の

①
事
業
が
広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
、広

　

く
市
民
に
公
開
さ
れ
る
こ
と

②
非
営
利
の
事
業
で
あ
る
こ
と

③
政
治
ま
た
は
宗
教
活
動
と
関
わ
り
の

　

な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

平
成
27
年
4
月
1
日
〜
9
月
30
日

　
　
　
　

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

の
2
分
の
1
以
内
で
1
件
の
助
成
額
が

20
万
円
以
内

　
　
　
　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、左
記
お
問
い
合
わ

せ
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

12
月
1
日（
月
）〜
28
日（
日
）

【
当
日
消
印
有
効
】

※
受
付
時
間 

月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）の
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

公
益
財
団
法
人
広
島

市
文
化
財
団 

事
業
課

〒
7
3
0
-0
8
1
2 

広
島
市
中
区
加

古
町
4
-17

☎
0
8
2
・
2
4
4
・
0
7
5
0 

5
0
8
2
・
2
4
5
・
0
2
4
6

http://w
w
w
.cf.city.hiroshim

a.jp/
bunka/

平
成
　年
度 

林
業・環
境
緑
化

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

森
林
・
林
業
・
環
境
緑
化
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　

県
内
の
林
業
作
業
風
景
、林

相
、山
村
の
民
家
、木
造
建
築
、木
材
加

工
な
ど
を
対
象
と
し
た
も
の
。学
校
、工

場
、広
場
な
ど
の
環
境
緑
化
の
た
め
の
植

樹
作
業
風
景
ま
た
は
、森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョン
施
設
な
ど
の
利
用
風
景
な
ど
を
対

象
と
し
た
も
の

　
　
　

2
L
版（
12.7　
×
17.8　

）

カ
ラ
ー
、縦
位
置
可

　
　
　

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
票
様
式
に
住
所
・
氏
名
・
撮
影
年
月

日
、場
所
、題（
タ
イ
ト
ル
）と
簡
単
な
説

明
を
明
記
し
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。出
品

点
数
は
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

広
島
県
在
住
者
で
あ
る
こ

と
。職
業
写
真
家
で
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　

 

特
選
2
点（
賞
金
2
万

円
）、入
選
10
点（
賞
金
5
千
円
）、佳
作

若
干（
賞
金
3
千
円
）

　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
31
日（
土
）

【
必
着
】

　
　
　
　

平
成
27
年
4
月
上
旬（
予
定
）

に
広
島
県
林
業
改
良
普
及
協
会
発
行
の

「
ひ
ろ
し
ま
の
林
業
」誌
上
で
発
表
し
ま
す
。

　
　
　

入
選
作
品
は
、平
成
27
年
度

「
ひ
ろ
し
ま
林
業
」の
表
紙
に
掲
載
使
用

す
る
ほ
か
、県
民
の
緑
化
意
識
の
啓
発
、

高
揚
を
図
る
た
め
、林
業
、環
境
緑
化
関

係
の
広
報
資
料
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
版
権
は
、広
島
県
林
業
改

良
普
及
協
会
に
帰
属
し
、応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。入
賞
作
品
は
、ネ
ガ
・

デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

  

広
島
県
林
業
改
良
普

及
協
会

〒
7
3
0
-8
5
1
1 

広
島
市
中
区
基
町

10
-52 

広
島
県
農
林
水
産
局
森
林
保
全

課
内

☎
0
8
2
・
5
1
3
・
4
8
4
0

5
0
8
2
・
2
2
3
・
3
5
8
3

年
に一度
の〝
ま
ち
づ
く
り
の
祭
典
〞

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェ

ス
タ
」

「
ぷ
ら
っ
と
き
ん
さ
い
愛
L
o
v
e
フ
ェ

ス
タ
〜
あ
り
の
ま
ま
に
つ
な
が
ろ
う
！！

〜
」を
テ
ー
マ
に
、
今
年
は
季
節
を
変
え

て
12
月
に「
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェ

ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

市
民
活
動
や
生
涯
学
習
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
や
ま

ち
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
の

登
録
者
が
、
日
頃
の
活
動
成
果
の
発
表

や
活
動
の
紹
介
、
情
報
発
信
な
ど
を
行

い
ま
す
。
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、

バ
ザ
ー
、
映
画
上
映
、
子
ど
も
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
み
な
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

12
月
13
日（
土
）午
前
11
時
〜

午
後
5
時
、14
日（
日
）午
前
11
時
〜
午
後

4
時

楽
し
人（
タ
ノ
シ
ビ
ト
）の
た
め
の

あ
そ
び
C
a
f
e

み
な
さ
ん
、素
敵
な
余
暇
を
過
ご
し
て

い
ま
す
か
？「
あ
そ
び
C
a
f
e
」で
は
毎

月
第
3
土
曜
日
に
気
軽
に
お
茶
を
の
み

な
が
ら
相
談
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
余
暇

を
楽
し
む
た
め
の
話
と
余
暇
に
つ
い
て
の

個
別
相
談
や「
余
暇
診
断
シ
ー
ト
」を
使
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
20
日（
土
）、平
成
27
年

1
月
17
日（
土
）、2
月
21
日（
土
）、3
月

21
日（
土
）い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
3
時
半

※
受
付
開
始
は
午
後
1
時
半
〜

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

南
棟
1
階
ロ
ビ
ー

　
　
　

広
島
県
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
協

会
の
み
な
さ
ん

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方
や
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
自
信
の
な
い
方
を

対
象
に
パ
ソ
コ
ン
を
無
料
開
放
し
ま
す
！

会
場
に
は
I
C
T
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
7
日（
日
）、
12
月
21
日

（
日
）、平
成
27
年
2
月
1
日（
日
）、2
月

8
日（
日
）、2
月
15
日（
日
）、2
月
22
日

（
日
）い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
〜
4
時
半

　
　
　

不
要

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
6
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室

パ
ソ
コ
ン
講
座

①
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
応
用
講
座

　
　
　

平
成
27
年
1
月
22
日（
木
）〜

3
月
12
日（
木
）﹇
毎
週
木
曜
日 

全
8
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　
1
0
，1
6
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
理
解
で
き

て
い
る
方

　
　
　
　

12
月
1
日（
月
）か
ら
平
成

27
年
1
月
10
日（
土
）ま
で【
必
着
】

②
楽
し
い
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
実
用
講
座

　
　
　

平
成
27
年
1
月
17
日（
土
）〜

3
月
7
日（
土
）﹇
毎
週
土
曜
日 

全
8
回
﹈

午
前
10
時
半
〜
午
後
0
時
半

　
　
　

9
，2
3
1
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

　
　
　
　

12
月
15
日（
月
）か
ら
平
成

27
年
1
月
8
日（
木
）ま
で【
必
着
】

③
楽
し
い
ワ
ー
ド
2
0
1
0
実
用
講
座

　
　
　

平
成
27
年
1
月
17
日（
土
）〜

3
月
7
日（
土
）﹇
毎
週
土
曜
日 

全
8
回
﹈

午
後
1
時
半
〜
3
時
半

　
　
　

9
，2
3
1
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

　
　
　
　

12
月
15
日（
月
）か
ら
平
成

27
年
1
月
8
日（
木
）ま
で【
必
着
】

④
初
め
て
の
ア
ク
セ
ス 

簡
単
な
管
理

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
み
よ
う

　
　
　

平
成
27
年
2
月
13
日（
金
）〜

3
月
20
日（
金
）﹇
毎
週
金
曜
日 

全
6
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

6
，5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
を
理

解
さ
れ
て
い
る
方

　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
4
日（
日
）

か
ら
2
月
4
日（
水
）ま
で【
必
着
】

⑤
ピ
カ
サ
と
ウ
ェ
ブ
ア
ル
バ
ム
を
使
っ
て

み
よ
う

　
　
　

平
成
27
年
3
月
1
日（
日
）〜

3
月
22
日（
日
）﹇
毎
週
日
曜
日 

全
4
回
﹈

午
後
1
時
半
〜
3
時
半

　
　
　

4
，8
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
文
字

入
力
の
で
き
る
方

　
　
　
　

平
成
27
年
1
月
15
日（
木
）

か
ら
2
月
17
日（
火
）ま
で【
必
着
】

　
　

38
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ 

北
棟
6
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室

　
　
　
　

往
復
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
講
座
名
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号（
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
込
み
の
方
は

フ
ァ
ク
ス
番
号
）を
記
入
の
う
え
、申
込
期

間
内
に
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。②
③
⑤
の
講
座
は
、

託
児
が
あ
り
ま
す
。託
児（
1
歳
半
以
上

の
未
就
学
児
）を
希
望
の
場
合
は
子
ど
も

の
年
齢
を
記
入
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
0
1
5

ア
ー
ト
の
持
つ
力
で
真
の
社
会
の
豊
か

さ
・
幸
せ
を
生
み
出
す
活
動
を
広
く
社

会
に
投
げ
か
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
作
品
展
で
す
。
中
国
5
県
か

ら
障
害
の
あ
る
人
の
芸
術
作
品
を
公
募

し
、
豊
か
さ
・
新
鮮
さ
・
し
な
や
か
さ
の

3
つ
の
観
点
で
審
査
員
に
よ
る
選
考
を

行
い
、
そ
の
中
の
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
と
協
働
で
つ
く

る「
ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
0
1
5
」に

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
27
年
2
月
7
日（
土
）〜

15
日（
日
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
4
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

無
料

公
民
館
学
習
グ
ル
ー
プ

交
流
作
品
展〈
写
真
の
部
〉

広
島
市
内
の
公
民
館
学
習
グ
ル
ー
プ
が
、

日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
、
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
公
民

館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
27
年
2
月
21
日（
土
）〜

3
月
1
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時

ま
で（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
4
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
B

　
　
　

無
料

▲マスコットキャラクター
　「まちづくりん」

プ
ラ
ザ
主
催
事
業

プ
ラ
ザ
主
催
事
業
のの

ご
案
内

ご
案
内

「
プ
ラ
ザ
主
催
事
業
の

ご
案
内
」に
関
す
る

お
問
合
せ
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

〒
7
3
0
‐
0
0
3
6

広
島
市
中
区
袋
町
6
番
36
号

☎
0
8
2
・
5
4
5
・
3
9
1
1

5
0
8
2
・
5
4
5
・
3
8
3
8

cm

cm

▲昨年度の様子

27

26

場
　所

場
　所

相
談
員

日
　時

日
　時

日
　時

日
　時

対
　象

会
　場

会
　場

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

参
加
費

参
加
費

申
込
期
間

申
込
期
間

申
込
方
法

対
象
団
体

助
成
金
額

応
募
方
法

受
付
期
間

助
成

募
集

U
R
L

U
R
L

U
R
L

M
A
I
L

対
象
と
な
る
事
業

対
象
事
業
の
実
施
期
間

応
募
資
格

入
選
発
表

申
込
方
法

応
募
期
限

題
　材

そ
の
他

作
　品

サ
イ
ズ

賞
お
よ
び
賞
品

日
　時

申
　込

場
　所

場
　所

日
　時

対
　象

受
講
料

申
込
期
間

日
　時

対
　象

受
講
料

日
　時

対
　象

受
講
料

申
込
期
間

日
　時

対
　象

受
講
料

申
込
期
間

日
　時

日
　時

日
　時

対
　象

定
　員

受
講
料

※
①
②
③
④
⑤
共
通
項
目

入
場
料

場
　所

入
場
料
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▲ステージの様子（日本舞踊）

▲ステージバック（ロビー展示の様子）

▲ステージの様子（ハーモニカ演奏）

平
和
へ
の
思
い
を
発
信

ま
ち
ぷ
ら
ピ
ー
ス

ス
テ
ー
ジ
開
催
報
告

8
月
24
日（
日
）の
午
後
、ま
ち
づ
く

り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
、
平
和
を
願
う

公
民
館
グ
ル
ー
プ
が
集
い
、
歌
や
楽
器

演
奏
、
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
ま
ち
ぷ
ら
ピ
ー
ス
ス
テ
ー

ジ
」と
い
い
、
街
中
の
ぷ
ら
っ
と
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
場
所
か
ら
、
平
和
への
思
い

を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
区
内

の
公
民
館
と
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
も

の
で
す
。
被
爆
校
舎
を
保
存
・
活
用
し

た
袋
町
小
学
校
平
和
資
料
館
と
隣
り

合
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ（
通
称「
ま
ち
プ
ラ
」）か
ら
、
平
和

の
輪
を
広
げ
た
い
、
そ
ん
な
思
い
も
込

め
ら
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
今
回
で
3

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

普
段
は
催
し
の
チ
ラ
シ
が
並
ぶ
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
手
作
り

感
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
ま
し

た
。
床
に
赤
い
敷
物
を
敷
い
た
だ
け
の

ス
テ
ー
ジ
で
す
が
、
出
演
者
と
観
客
が

フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
、
互
い
に
親
近
感

の
持
て
る
心
地
よ
い
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
は
、
毎
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッフ
に
よ
る
手
作
り
の
作
品

が
飾
ら
れ
ま
す
。よ
く
よ
く
見
て
み
る

と「
P
E
A
C
E
」の
文
字
が
浮
か
び

上
が
り
、
さ
ら
に
文
字
を
か
た
ど
っ
て

い
る一つ
ひ
と
つ
の
パ
ー
ツ
に
は
、
出
演
者

や
ス
タ
ッ
フ
、
公
民
館
利
用
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
団
体
は
、
中
区
内
公
民
館
で

活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、
平
和
へ
の
思
い

を
発
信
し
た
い
グ
ル
ー
プ
な
ら
、ジ
ャ
ン

ル
は
問
わ
ず
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
回
は
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
、日
本
舞
踊
、
太
極
拳
、
合

唱
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
島
公
民
館
で
活
動
す
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
グ
ル
ー
プ「
ス
イ
ー
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

は
、
夏
の
思
い
出
、
青
い
山
脈
な
ど
の

曲
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
拍
手
と

共
に
、ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
沸
き
上
が
り

ま
し
た
。ア
ン
コ
ー
ル
曲
は
、
皆
さ
ん
ご

存
じ
の「
そ
れ
行
け
カ
ー
プ
」で
す
。
会

場
が一体
と
な
り
、
大
合
唱
で
こ
の
日
の

ス
テ
ー
ジ
は
幕
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

日
頃
は
、
別
々
の
目
的
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
、
平
和
を
願
っ

て
集
い
、一つ
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ

て
い
く
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
公
民
館

や
グ
ル
ー
プ
の
垣
根
を
越
え
た
繋
が
り

が
で
き
て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
で

育
ま
れ
た
繋
が
り
を
大
切
に
、
今
後

も
平
和
へ
の
思
い
を
音
楽
を
通
し
て
発

信
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「3月下旬発行予定」です。4月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。〔1月末日必着〕

ま
ち
な
か

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/
※メールマガジンの登録もできます。

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

募集して
います！
募集して
います！
募集して
います！

広島市まちづくり市民交流プラザ

平成26年11月28日発行　発行者/公益財団法人広島市文化財団 まちづくり市民交流プラザ  〒730-0036 広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。
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